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令和元年第３回定例会　議案の概要

第３回定例会
（会期：令和元年８月30日～９月18日）

議決した案件
●条例案…17件　●予算案…６件　●諮問…３件　●同意案…２件

●その他…20件　●委員会提出議案…２件　●請願…１件　●議長発議…１件
（●全会一致可決…45件　●賛成多数可決…６件　●不採択…１件）

Pick Up

安
芸
津
町
木
谷
赤
崎
地
区
に
計
画
中
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
関
す
る
請
願
と
意
見
書
に
つ
い
て

　

第
2
回
定
例
会
で
提
出
さ
れ
た
安
芸
津
町
木
谷
赤
崎
地
区
に
計
画
中
の
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
に
関
す
る
請
願
は
、
本

会
議
で
採
決
し
た
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
、
請
願
審
査
を
行
っ
て
い
た
市
民

経
済
委
員
会
か
ら
許
可
権
限
者
で
あ
る
広
島
県
知
事
に
対
す
る
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

1　

請
願

　

⑴　

表
題

　
  　

東
広
島
市
圏
域
内
に
お
け
る
民
間
企
業
等
に
よ
る
管
理

型
最
終
処
分
場
建
設
の
自
粛
を
求
め
る
請
願

　

⑵　

請
願
の
趣
旨

　

  　

住
民
全
て
が
安
心
・
安
全
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
け
る
地

域
を
、
ま
た
今
日
ま
で
守
り
抜
い
た
「
地
域
の
宝
」
を
次

の
世
代
へ
安
心
し
て
送
ら
れ
る
よ
う
に
望
む
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
本
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
政
策

等
を
考
慮
し
、
東
広
島
市
圏
域
に
お
い
て
管
理
型
最
終
処

分
場
を
作
ら
せ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、
決
議
決
定
さ
れ
る

こ
と
を
請
願
す
る
。

　

⑶　

委
員
会
で
の
審
査
結
果

　
　

・
賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択

　

⑷　

本
会
議
場
で
の
主
な
質
疑

　
　

  　

Ｑ　

委
員
長
報
告
で
、
本
市
に
は
決
定
権
限
が
な
い

と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
が
、
委
員
会
の
中
で
ど
の
よ

う
な
論
点
整
理
を
行
っ
た
の
か
。

　
　

  　

Ａ　

委
員
会
で
も
そ
の
点
が
論
議
と
な
っ
た
が
、
提

出
さ
れ
た
請
願
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
の
が
本

来
の
審
査
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
　

  　

Ｑ　

管
理
型
最
終
処
分
場
で
処
理
す
る
ご
み
は
、
ど

こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
の
か
、
赤
崎
に
作
る
必
要
性
が

あ
る
の
か
判
断
さ
れ
た
の
か
。

　
　

  　

Ａ　

ど
こ
か
ら
持
ち
込
ま
れ
る
か
に
つ
い
て
議
論
は

さ
れ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
「
市
内
に
最
終
処
分
場
を
作

ら
せ
な
い
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
か
」
と
い
う
意
見

が
多
か
っ
た
。

2　

意
見
書

　

⑴　

内
容

　

  　

県
知
事
に「
設
置
の
判
断
に
当
た
っ
て
、地
域
住
民
の
民

意
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
。」「
地
域
住
民
の
合
意
を
得

ず
に
、事
業
を
進
め
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、事
業
者
に
対
し

て
、引
き
続
き
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
。」を
要
望
す
る
。
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Select.2

Select.1
〈
議
案
第
171
号
〉

新
東
広
島
市
立
美
術
館
の
管
理
を
行
う

指
定
管
理
者
を
指
定
し
ま
し
た

　

新
東
広
島
市
立
美
術
館
の
管
理
を
行
う
指
定
管
理
者
と
し
て
、

「
株
式
会
社
イ
ズ
ミ
テ
ク
ノ
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
172
号
〉

道
の
駅
の
工
事
請
負
契
約
を

締
結
し
ま
し
た

　
（
仮
称
）
道
の
駅
西
条
地
域
連
携
施
設
等
に
つ
い
て
、
設
計
施
工
を
一
括
で
発
注

す
る
方
法
で
工
事
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

　

○
工
事
の
内
容

　
　

  （
仮
称
）
道
の
駅
西
条
地
域
連

携
施
設
等
に
係
る
建
築
工
事
一

式
、
緑
地
、
外
構

　

○
契
約
金
額

　
　

8
億
7
，
2
3
0
万
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　

  

大
之
木
・
ケ
ー
シ
ー
エ
ル
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

○
工
期

　
　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

令
和
3
年
9
月
30
日

◎
主
な
内
容

　

○
指
定
管
理
者

　
　

株
式
会
社
イ
ズ
ミ
テ
ク
ノ

　

○
指
定
期
間

　
　

令
和
元
年
11
月
1
日
か
ら

　
　

令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
の

　
　

4
年
5
か
月
間

　

○
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
質
疑

　
　

Ｑ 

選
定
に
あ
た
っ
て
重
視
し
た

点
は
何
か
。

　
　

Ａ
①
目
標
数
値
の
実
現
性
。

　
　
　

② 

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
く
ら
ら

と
中
央
公
園
の
文
化
芸
術

ゾ
ー
ン
と
し
て
の
一
体
感

の
創
生
。

　
　
　

③ 

地
域
産
業
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
の
評
価
。

新東広島市立美術館完成予想図

（仮称）道の駅西条完成予想図
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Select.4

Select.3
〈
議
案
第
173
号
〉

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の

整
備
を
行
い
ま
す

　

消
防
署
の
高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
施
設
更
新
の
た
め
、
指
令
装
置
、
指

揮
台
ほ
か
、
そ
の
他
の
設
備
の
製
造
・
据
付
け
、
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

〈
議
案
第
191
号
〉

地
域
新
電
力
の
設
立
に
関
す
る

補
正
予
算
が
成
立
し
ま
し
た

　

市
内
の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
）
が
終
了
し
た

家
庭
用
太
陽
光
発
電
の
電
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
買
い
取
り
、
市
の

施
設
へ
環
境
に
や
さ
し
い
電
力
の
販
売
を
行
う
地
域
新
電
力
会
社
の
設
立
出
資
金

と
し
て
1
，
1
0
0
万
円
を
増
額
す
る
補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
主
な
内
容

　

○
締
結
し
た
委
託
契
約
の
名
称

　
　

  

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
整

備
業
務

　

○
契
約
金
額

　
　

5
億
6
，
0
9
7
万
8
千
円

　

○
契
約
の
相
手
方

　
　

  

株
式
会
社　

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

中
四
国
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
営
業
部

　

○
履
行
期
間

　
　

  

議
決
の
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら

令
和
2
年
9
月
30
日

高機能消防指令センター

1　

新
会
社
の
概
要

　

○
会
社
名

　
　
（
仮
称
）
ひ
が
し
ひ
ろ
し
ま

　
　

新
電
力

　

○
代
表
取
締
役

　
　

高
垣　

廣
徳

　

○
資
本
金

　
　

2
，
0
0
0
万
円

　
　

※ 

市
は
1
，
1
0
0
万
円
を
出

資
予
定

2　

事
業
内
容

　

①
市
有
施
設
へ
の
売
電

　

② 
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
買
電

　

③ 

※

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
等
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
貢
献
事
業

　

④ 

地
域
還
元
事
業
（
利
益
を
地
域

振
興
に
資
す
る
事
業
に
振
り
向

け
る
）

3　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

今
年
10
月　

  

地
域
新
電
力
会
社
設

立

　

来
年
1
月　

  

一
部
市
有
施
設
へ
の

電
力
供
給
開
始

　

来
年
4
月　

  

Ｆ
Ｉ
Ｔ
買
取
期
限
後

の
家
庭
用
太
陽
光
買

取
開
始
（
予
定
価
格

9
円
／
kw
）

　
来
年
4
月
以
降　

  

電
力
供
給
の
拡
大
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ

る
省
エ
ネ
設
備
導
入

を
推
進

※［用語解説］ESCO事業　  省エネルギーに関する包括的なサービスを提供し、顧客の利益と地球環境の保全に
貢献するビジネス
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議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」は反対

議案番号▶ 議
案
第
171
号

議
案
第
172
号

議
案
第
182
号

議
案
第
188
号

請
願
第
１
号

委
員
会
提
出
議
案
第
６
号

議
員
派
遣会派名 議員名

創 生 会

片山　貴志 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

乗越　耕司 議 議 議 議 議 議 議

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

公 明 党

坂元百合子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令 和 会

鈴木　英士 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

牛尾　容子 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

田坂　武文 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

市民クラブ

景山　　浩 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

政 友 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○ × × ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × ○ ○ ×

真政倶楽部 宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

広 友 会 上田　　廣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

街おこしをめざす会 大谷　忠幸 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
171
号（
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て（
新
東
広
島
市
立
美
術
館
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

利
用
料
を
100
円
か
ら
300
円
へ
3
倍

に
し
て
、
3
万
5
千
人
の
来
場
者
を

見
込
め
る
の
か
、
疑
問
の
声
も
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
効
果

も
地
域
に
よ
っ
て
は
厳
し
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。
指
定
管
理
者
制
度
は
、
実

質
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
な
り
、

反
対
す
る
。

賛
成

 

北
林　

光
昭
議
員

　

当
該
指
定
管
理
者
は
、
県
立
美
術

館
で
の
実
績
も
あ
り
、
管
理
経
験
も

豊
富
な
こ
と
か
ら
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
172
号（
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て（
仮
称
）道
の
駅
西
条
地
域
連
携

施
設
等
設
計
施
工
一
括
工
事（
工
事
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

わ
ざ
わ
ざ
市
が
税
金
投
入
し
な
く

て
も
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に

任
せ
、
災
害
時
に
必
要
な
配
給
品
の

ス
ト
ッ
ク
を
分
散
化
し
、
老
朽
化
し

た
対
策
を
計
画
す
る
こ
と
こ
そ
が
急

が
れ
て
い
る
。

賛
成

 

景
山　

浩
議
員

　

本
市
の
観
光
資
源
等
の
魅
力
発
信
、

賑
わ
い
創
出
等
に
加
え
交
通
結
節

点
・
防
災
拠
点
の
機
能
を
持
つ
施
設

で
あ
り
、
県
中
央
部
の
幹
線
道
路
沿

い
の
複
合
施
設
と
し
て
市
民
に
と
っ

て
利
益
が
大
き
い
と
考
え
る
。
平
成

29
年
度
完
成
予
定
が
待
望
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
積
極
的
に
推
進
す
べ

き
で
あ
る
。

● 

議
案
第
182
号（
東
広
島
市

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

全
国
で
は
100
を
超
え
る
自
治
体
が

副
食
費
を
無
償
化
す
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。
保
育
の
質
を
上

げ
る
こ
と
こ
そ
本
市
の
魅
力
が
高
ま

り
、
移
住
・
定
住
に
結
び
つ
く
も
の
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と
確
信
す
る
。

賛
成

 

北
林　

光
昭
議
員

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

う
条
例
改
正
で
、
該
当
家
庭
の
ト
ー

タ
ル
コ
ス
ト
削
減
に
つ
な
が
る
改
正

で
あ
り
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
188
号（
東
広
島
市
公
共

下
水
道
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
地
方
税
法
及
び
消
費
税
法
の
一

部
改
正
に
伴
い
、原
地
区
工
業
団

地
汚
水
処
理
施
設
の
使
用
料
の
額

を
改
定
す
る
と
と
も
に
、所
要
の

規
定
の
整
理
を
行
う
も
の
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

消
費
税
は
、
社
会
保
障
の
た
め
と

い
っ
て
導
入
さ
れ
、
増
税
さ
れ
て
き

た
が
、
実
態
は
法
人
税
減
税
に
よ
る

減
収
分
の
穴
埋
め
で
あ
る
。
使
用
料

の
値
上
げ
を
中
止
す
る
こ
と
こ
そ
、

経
済
対
策
で
あ
る
。

● 

議
案
第
191
号（
令
和
元
年
度
東
広

島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
））

賛
成

 

大
谷　

忠
幸
議
員

　

こ
の
補
正
予
算
の
中
に
、
地
域
新

電
力
事
業
に
つ
い
て
、
新
会
社
設
立

の
た
め
に
、
市
が
1
，
1
0
0
万
円

を
出
資
す
る
と
い
う
提
案
が
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
で
頓
挫
す
る
ケ
ー
ス
が
多

か
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
な
提
案
を
歓
迎
す
る
。

産
業
廃
棄
物
処
理
場
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
物
の
本

に
は
「
許
可
権
限
の
な
い
と
こ
ろ
で

請
願
を
採
択
す
る
こ
と
は
不
適
当
で

あ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
な
記
述
も
あ

る
が
、
本
市
に
産
業
廃
棄
物
に
つ
い

て
の
許
可
権
限
は
な
い
。
さ
ら
に
、

本
市
議
会
に
お
い
て
産
業
廃
棄
物
処

理
に
つ
い
て
は
全
く
議
論
さ
れ
て
お

ら
ず
、
今
後
、
産
廃
処
理
場
を
ど
の

よ
う
に
す
る
か
と
い
う
の
は
非
常
に

不
透
明
で
あ
る
。
現
在
、
市
内
4
カ

所
に
あ
る
最
終
処
分
場
が
限
界
に
達

し
た
場
合
の
対
応
策
も
全
く
議
論
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

本
請
願
に
あ
る
よ
う
に
、
最
終
処
分

場
を
つ
く
ら
せ
な
い
と
断
言
し
た
決

議
を
議
会
と
し
て
す
る
こ
と
は
、
責

任
あ
る
行
動
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
市
民
、
と
り
わ
け
安
芸
津

住
民
の
方
の
不
安
は
十
分
に
理
解
し

つ
つ
も
、
請
願
を
不
採
択
と
す
る
の

は
苦
渋
の
選
択
で
あ
る
が
、
不
採
択

と
し
た
上
で
、
地
域
住
民
の
民
意
を

考
慮
し
請
願
者
の
思
い
を
真
摯
に
受

け
と
め
て
、
許
可
権
限
の
あ
る
広
島

県
に
対
し
、
合
意
形
成
の
な
い
ま
ま

事
業
が
推
進
さ
れ
な
い
よ
う
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
が
妥
当
だ
と
考
え

る
。賛

成

 

石
原　

賢
治
議
員

　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
整
備
基
本

構
想
を
策
定
し
、
新
た
な
最
終
処

分
場
は
設
置
し
な
い
こ
と
を
決
め

た
、
第
五
次
総
合
計
画
策
定
方
針
の

趣
旨
の
中
に
、
地
球
規
模
で
の
環
境

問
題
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
掲
げ
て
あ
る
。
ま
た
、
地
域
の

個
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
土
地
利
用
の
将
来
像
を
示
す
た

め
の
、
ブ
ロ
ッ
ク
計
画
を
策
定
す
る

と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
安
全
・
安

心
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
と
し
て

い
る
。
各
地
域
み
ん
な
が
、「
住
み

た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え

る
「
素
敵
な
ま
ち
」
に
な
る
よ
う
活

動
が
行
わ
れ
て
い
る
健
全
な
文
化
と

環
境
を
、
将
来
へ
引
き
継
ぐ
必
要
が

あ
る
。
環
境
先
進
都
市
ビ
ジ
ョ
ン
に

も
「
最
終
処
分
場
に
頼
ら
な
い
ご
み

処
理
」
を
可
能
と
し
、
次
世
代
に
負

担
を
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

● 

請
願
第
1
号（
東
広
島
市
圏

域
内
に
お
け
る
民
間
企
業
等

に
よ
る
管
理
型
最
終
処
分
場

建
設
の
自
粛
を
求
め
る
請
願
）

反
対

 

重
森　

佳
代
子
議
員

　

本
市
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
で
あ
り
、
産

業
廃
棄
物
処
理
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

産
廃
に
つ
い
て
も
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
は
理
想
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
状
で
は
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一
般
廃
棄
物
の
み
の
対
策
で
実
現
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
理

由
か
ら
市
議
会
と
し
て
、
建
設
の
反

対
の
意
思
表
示
を
す
る
こ
と
は
大
切

で
あ
り
、
併
せ
て
市
の
執
行
部
に
も

同
様
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。
将
来
に
わ
た
っ
て
管
理

型
最
終
処
分
場
は
民
間
経
営
で
は
不

安
を
拭
い
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

は
含
ん
で
い
な
い
。

　

3
点
目
と
し
て
は
、
議
会
が
意
思

を
表
明
す
る
限
り
は
、
そ
の
結
果
が

各
方
面
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
強

く
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。

　

東
広
島
市
で
出
た
産
業
廃
棄
物
は

全
て
市
外
に
処
分
す
る
の
か
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
実
、
背
景
を
踏
ま
え

て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
て
き
た
も
の

で
あ
り
、
重
い
責
任
の
上
に
判
断
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
請
願
審
査

で
分
か
っ
た
地
元
住
民
の
皆
様
の
声

は
議
会
と
し
て
で
き
る
方
法
で
関
係

機
関
等
に
届
け
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
考
え
る
。

賛
成

 

加
根　

佳
基
議
員

　

市
民
か
ら
多
く
の
反
対
署
名
が
出

さ
れ
て
お
り
、
署
名
者
数
は
8
千
人

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
安
芸
津
町
人
口

の
ほ
ぼ
全
域
に
当
た
る
方
々
が
建
設

の
反
対
を
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
強
い
要
望
は
極
め
て
重
く

受
け
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
建
設
反

対
の
理
由
の
1
つ
に
、
地
域
が
長
年

大
切
に
守
り
抜
い
た
地
場
産
業
、
そ

し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
自
然

環
境
が
破
壊
さ
れ
、
さ
ら
に
風
評
被

害
な
ど
に
よ
る
地
域
文
化
と
次
の
世

代
へ
送
り
伝
え
た
い
さ
ま
ざ
ま
な
事

柄
へ
の
悪
い
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と

あ
る
。
市
民
か
ら
建
設
反
対
の
声
が

こ
こ
ま
で
上
が
っ
て
い
て
い
る
こ
と

の
重
要
性
を
、
議
会
と
し
て
責
任
を

持
っ
た
判
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
市
民
、
そ
し
て
環
境
な
ど
、
最

大
限
に
守
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
使
命
で
あ
り
、
強
い
決
意
の
も
と

賛
成
す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

こ
の
請
願
を
判
断
す
る
に
当
た
っ

て
一
番
重
要
な
こ
と
は
、
具
体
的
な

選
定
場
所
、
こ
の
赤
崎
の
地
域
に
管

理
型
の
最
終
処
分
場
を
つ
く
る
の
が

い
い
の
か
悪
い
の
か
、
そ
の
こ
と
を

責
任
を
持
っ
て
議
会
は
判
断
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
委
員
会
は
是
か
非

か
の
議
論
を
ほ
と
ん
ど
し
て
い
な
い
。

そ
し
て
ま
た
、
ご
み
は
ど
こ
か
ら

持
っ
て
く
る
の
か
、
そ
ん
な
議
論
も

さ
れ
て
い
な
い
。
本
市
に
許
可
権
限

が
な
い
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、
責

任
を
持
っ
て
市
内
の
こ
と
を
判
断
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
請
願
審
査
の
中
で
請
願
書
に

一
言
で
も
言
葉
の
ミ
ス
や
、
1
％
で

も
瑕
疵
が
あ
っ
た
ら
、
不
採
択
に
す

る
と
い
う
や
り
方
で
は
な
く
、
市
民

の
代
表
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
を

真
摯
に
判
断
す
る
べ
き
で
あ
る
。
赤

崎
は
、
本
当
に
風
光
明
媚
な
き
れ
い

な
と
こ
ろ
で
あ
り
、
東
広
島
の
宝
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
開
発
す
べ
き
と
こ

ろ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
最
終
処
分
場
を
つ
く
る
か
否
か

の
判
断
に
、
我
々
は
責
任
を
持
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

赤崎の風景

反
対

 

片
山　

貴
志
議
員

　

次
の
理
由
に
よ
り
、
不
採
択
と
す

べ
き
と
判
断
す
る
。

　

1
点
目
に
、
許
可
権
限
は
広
島
県

で
あ
り
本
市
に
は
権
限
が
な
い
。

　

2
点
目
と
し
て
、
本
市
の
掲
げ
て

い
る
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
一
般

廃
棄
物
の
こ
と
で
あ
り
産
業
廃
棄
物
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反
対

 

大
谷　

忠
幸
議
員

　

我
々
は
請
願
書
を
審
議
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
行
内
に
書
い
て
な
い
こ

と
を
汲
み
と
っ
て
判
断
す
る
と
い
う

の
は
不
適
切
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
請
願
書
に
は
3
つ
の
す
り
か

え
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

1
点
目
は
、
木
谷
地
区
に
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
を
建
設
し
て
ほ

し
く
な
い
と
い
う
思
い
を
、
東
広
島

市
全
域
に
拡
張
し
、
拡
大
解
釈
し
て

お
ら
れ
る
。

　

2
点
目
は
、
東
広
島
市
は
一
般
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
を
新
た
に
建
設

し
な
い
と
は
言
っ
て
い
る
が
、
産
業

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
建
設
し
な

い
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

　

3
点
目
は
、
中
身
と
タ
イ
ト
ル
が

少
し
異
な
る
。
こ
の
3
つ
の
食
い
違

い
が
ど
う
し
て
も
頭
か
ら
離
れ
な
い
。

だ
か
ら
、
こ
こ
で
こ
の
請
願
書
を
、

ど
う
し
て
も
採
択
す
る
か
不
採
択
す

る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
採
択

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

た
だ
し
、
安
芸
津
の
8
千
人
の

方
々
の
署
名
を
こ
れ
は
重
く
重
く
受

け
と
る
べ
き
だ
と
思
う
。
だ
か
ら
、

安
芸
津
、
木
谷
地
区
に
こ
の
産
業
廃

棄
物
の
最
終
処
分
場
を
つ
く
ら
な
い

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
と
し

て
意
思
表
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成

 

谷　

晴
美
議
員

　

ま
ず
、
溶
融
ス
ラ
グ
は
災
害
で
流

出
す
る
危
険
性
が
あ
る
。
ま
た
、
次

に
廃
プ
ラ
は
地
中
で
ガ
ス
が
発
生
し
、

火
事
に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

大
量
生
産
、
大
量
廃
棄
の
つ
け
が
、

ば
れ
い
し
ょ
で
有
名
な
産
地
の
風
評

被
害
に
も
つ
な
が
り
、
大
変
住
民
の

方
々
の
意
見
は
強
く
大
き
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
他
都
道
府
県
か
ら
運

ば
れ
て
く
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
何
が

混
入
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
上
に
、

人
の
配
置
が
本
当
に
民
間
施
設
で
で

き
る
の
か
と
い
う
疑
念
も
生
じ
、
反

対
集
会
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
住

民
の
声
を
重
く
受
け
と
め
、
賛
成
と

す
る
。

● 

議
員
派
遣
に
つ
い
て（
海
外

都
市
行
政
視
察
・
議
会
報
告
会
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

本
案
の
、
ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
海
外

視
察
3
年
計
画
は
、
最
終
年
の
3
年

目
に
当
た
る
。
行
か
れ
る
議
員
の
数

は
3
人
で
、
合
計
200
万
円
の
予
算
が

計
上
さ
れ
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
視

察
先
は
台
湾
、
ベ
ト
ナ
ム
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
、
本
市
は
西
日
本
豪
雨

災
害
を
経
験
し
、
復
旧
復
興
の
た
め

の
支
援
が
急
が
れ
て
い
る
折
で
も
あ

る
。
工
事
の
進
捗
率
に
い
た
っ
て
は

課
題
も
多
く
、
農
業
施
設
は
一
桁
台

と
大
変
遅
れ
て
い
る
中
、
海
外
視
察

よ
り
災
害
対
応
に
集
中
す
べ
き
と
の

市
民
の
声
は
大
き
い
。
遅
れ
て
い
る

行
政
の
対
応
を
政
策
提
言
す
る
こ
と

こ
そ
が
議
会
人
と
し
て
最
優
先
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
、
反
対
と
す
る
。

賛
成

 

宮
川　

誠
子
議
員

　

例
え
ば
、
災
害
が
あ
っ
た
と
き
、

今
の
こ
の
日
本
で
は
避
難
所
、
学
校

等
に
毛
布
を
敷
い
て
、
ほ
と
ん
ど
人

権
の
な
い
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
戦
前
と
ほ
ぼ
変
わ
っ

て
い
な
い
状
態
で
あ
り
、
こ
れ
で
本

当
に
先
進
国
な
ん
だ
ろ
う
か
。
海
外

の
状
況
を
見
て
み
る
と
、
家
族
ご
と

に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
ら
れ
る
よ
う
な
、
災
害
発

生
か
ら
す
ぐ
に
そ
う
い
う
も
の
が
設

置
さ
れ
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
国
内
の
状
況
だ
け
を
見

る
と
、
国
内
ど
こ
へ
行
っ
て
も
同
じ

状
況
で
あ
り
、
変
わ
ら
な
い
。
や
は

り
海
外
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
の
状
況
を
見
る
中
で
、
我
々
が
、

ど
こ
が
遅
れ
て
い
る
の
か
判
断
で
き

る
の
だ
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
は
、

こ
れ
は
見
識
を
広
め
る
た
め
に
は
大

変
重
要
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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委
員
会
審
査
概
要

総
務
委
員
会

● 

議
案
第
172
号
（（
仮
称
）
道
の
駅

西
条
の
工
事
契
約
の
締
結
）

　
　
　
　

契
約
を
設
計
施
工
一
括
工

事
の
方
式
と
し
た
理
由
は
何

か
。

　
　
　
　

期
間
の
短
縮
を
図
り
、
設

計
者
の
意
図
が
施
工
者
へ
直

接
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
伝
わ
り
や
す
く

な
る
た
め
で
あ
る
。

● 

議
案
第
173
号
（
高
機
能
消
防
指
令

セ
ン
タ
ー
整
備
業
務
の
契
約
）

　
　
　
　

高
機
能
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
を
更
新
す
る
理
由
は
何

か
。

　
　
　
　

更
新
基
準
が
お
お
む
ね
10

年
で
、
現
在
の
指
令
セ
ン

タ
ー
の
機
器
は
平
成
20
年
度
に
更
新

し
た
も
の
で
あ
り
、
部
品
等
の
調
達

QＡQＡ

が
で
き
な
く
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
　
　

委
託
業
者
の
選
定
方
法
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

行
っ
て
い
る
。
参
加
表
明
は

2
者
あ
っ
た
が
、
1
者
が
辞
退
し
た

た
め
、
1
者
で
審
査
を
行
っ
た
。

QＡ

文
教
厚
生
委
員
会

● 

議
案
第
171
号
（
新
東
広
島
市
立
美

術
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
）

　
　
　
　

選
定
審
査
で
重
視
し
た
点

は
何
か
。

　
　
　
　

目
標
数
値
の
実
現
性
、
く

ら
ら
と
中
央
公
園
の
文
化
芸

術
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
一
体
感
の
創
生
、

地
域
産
業
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
の

評
価
を
重
視
し
た
。

　
　
　
　

美
術
品
の
管
理
等
の
ノ
ウ

ハ
ウ
に
つ
い
て
、
事
業
者
の

特
徴
的
な
部
分
は
何
か
。

　
　
　
　

同
社
は
広
島
県
立
美
術
館

の
指
定
管
理
も
行
っ
て
お
り

実
績
を
積
ん
で
い
る
。
ま
た
、
別
の

私
立
美
術
館
に
つ
い
て
も
管
理
運
営

に
携
わ
っ
て
お
り
、
美
術
品
の
扱
い

QＡQＡ

方
や
、
企
画
展
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
多
く

持
っ
て
い
る
。
本
社
が
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
社
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

維
持
管
理
技
術
経
験
も
あ
る
。

● 

議
案
第
182
号
（
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

市
独
自
の
一
部
改
定
は
あ

る
の
か
。

　
　
　
　

国
の
改
正
内
容
を
踏
ま
え

た
も
の
で
あ
る
。

QＡ
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市
民
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済
委
員
会

● 
議
案
第
155
号
〜
第
158
号
、
第
161
号

〜
第
169
号
（
地
域
集
会
所
・
地
域

研
修
セ
ン
タ
ー
の
地
元
譲
渡
）

　
　
　
　

各
施
設
に
つ
い
て
、
修
繕

を
求
め
る
地
域
か
ら
の
声
に

対
し
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
う
の
か
。

　
　
　
　

施
設
の
地
元
譲
渡
に
伴
う

市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

地
元
と
調
整
し
な
が
ら
、
修
繕
を
進

め
て
い
く
。

QＡ

● 

議
案
第
178
号
（
東
広
島
市
印
鑑
条

例
」
の
一
部
を
改
正
）

　
　
　
　

氏
に
変
更
が
あ
っ
た
者
の

請
求
に
よ
り
住
民
票
に
旧
氏

が
併
記
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
こ
と
に

合
わ
せ
て
、「
東
広
島
市
印
鑑
条
例
」

の
一
部
を
改
正
し
、
印
鑑
登
録
証
明

書
に
つ
い
て
も
同
様
の
措
置
を
講
ず

る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
場
合
を
想
定
し
た
制
度
な
の
か
。

　
　
　
　

様
々
な
活
動
の
場
面
で
旧

姓
を
使
用
し
や
す
く
な
る
よ

う
に
、
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
が

改
正
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

等
に
旧
氏
が
併
記
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
自
治
事
務
で
あ
る
印

鑑
登
録
証
明
書
に
も
旧
氏
が
併
記
で

き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

QＡ

建
設
委
員
会

● 

議
案
第
188
号
（
東
広
島
市
公
共
下

水
道
条
例
等
の
一
部
改
正
）

　
　
　
　

原
地
区
工
業
団
地
汚
水
処

理
施
設
の
使
用
料
の
額
を
改

定
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の

他
の
汚
水
処
理
施
設
使
用
料
は
平
成

31
年
第
1
回
定
例
会
で
改
定
し
た
の

に
対
し
、
当
該
施
設
使
用
料
を
今
回

改
定
す
る
理
由
は
何
か
。

　
　
　
　

原
地
区
工
業
団
地
の
汚
水

処
理
施
設
は
、
年
度
当
初
は

9
月
末
時
点
で
廃
止
す
る
計
画
で

あ
っ
た
が
、
団
地
に
入
ら
れ
て
い
る

企
業
と
の
合
意
形
成
に
時
間
を
要
し
、

計
画
ど
お
り
の
廃
止
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

● 

議
案
第
195
号
（
令
和
元
年
度
東
広

島
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
））

　
　
　
　

資
本
的
支
出
の
配
水
管
設

備
費
の
330
万
円
の
増
額
補
正

に
つ
い
て
は
、
企
業
会
計
の
特
性
を

QＡQ

生
か
し
機
動
的
な
予
算
執
行
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

橋
梁
の
架
け
替
え
に
合
わ

せ
て
配
水
管
を
移
設
す
る
も

の
で
、
来
年
2
月
の
施
工
を
計
画
し

て
お
り
、
補
正
は
適
切
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

Ａ

地元に譲渡される地域集会所（上保田会館）


